
総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農林係
　建設係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、介
護
老
人

保
健
施
設
等
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
南
会
津
会
で
は
、職
員
採
用
候
補

者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

①
看
護
職
員　
　

 

４
名

　

②
介
護
職
員　
　

 

５
名

　

③
事
務
員　
　

 　

若
干
名

●
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

●
職
務
内
容

①
看
護
職
員
＝
診
療
の
補
助
、看
護
、健

康
管
理
、保
健
衛
生
等
の
業
務

　

※

勤
務
は
交
替
制（
夜
勤
有
り
）

②
介
護
職
員
＝
利
用
者
の
食
事
・
入
浴
・

排
せ
つ
介
護
等
の
業
務

　

※

勤
務
は
交
替
制（
夜
勤
有
り
）

③
事
務
員
＝
事
務
に
関
す
る
業
務

●
受
験
資
格（
次
に
該
当
す
る
者
）

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
又

は
、平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者

②【
看
護
職
員
・
介
護
職
員
】

　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

　

60
歳
未
満
の
者

【
事
務
員
】

　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

　

50
歳
未
満
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

・
看
護
職
員
は
、保
健
師
助
産
師
看
護

師
法
に
定
め
る
看
護
師
免
許
又
は
准

看
護
師
免
許
の
取
得
者（
看
護
師
養

成
施
設
又
は
准
看
護
師
養
成
施
設

を
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
）

・
介
護
職
員
及
び
事
務
員
は
、特
に
資

格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

次
の
該
当
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

●
試
験
の
方
法
・
日
時
・
場
所

▽
１
次
試
験

　
一
般
教
養
試
験（
高
校
卒
程
度
）

　

日
時
／
９
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
受
付
〜

　

場
所
／
南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館　

　
　
　
（
旧 

田
島
町
中
央
公
民
館
）

▽
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

　

期
日
／
10
月
21
日（
日
）

　

場
所
／
南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館

●
試
験
結
果
の
発
表

　

１
次
試
験
の
結
果
は
、10
月
上
旬
に

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
申
込
手
続
に
つ
い
て

　

当
法
人
の
施
設
な
ど
で
交
付
す
る
申

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、６
ヶ

月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写
真
を
貼

り
、受
験
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、受
験

申
込
用
紙
に
資
格
を
証
す
る
免
許
証
な

ど
の
写
し
を
添
付
し
て
、南
会
津
会
本
部

事
務
局（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
島

ホ
ー
ム
内
）に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、南
会
津
会
の
本
部
事

務
局
ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま
す
。

（
郵
送
に
よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。）

●
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

※

執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。郵
送
な
ど

に
よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、８
月
22
日

（
水
）ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
用
紙
の
交
付
先

▽
南
会
津
会
本
部
事
務
局

　
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
島
ホ
ー
ム
内
」

　
（
南
会
津
町
永
田
字
風
下
３‒

１
）

　

☎
０
２
４
１（
63
）１
１
１
８

▽
只
見
ホ
ー
ム

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
久
保
田
１
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
５
５
０

▽
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
久
保
田
11
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
１
１
０

▽
こ
ぶ
し
苑

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
唱
平
31
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）２
１
０
１

●
問
合
せ
先

　

南
会
津
会
本
部
事
務
局

　

☎
０
２
４
１（
63
）１
１
１
８

　

福
島
県
で
は
、県
弁
護
士
会
及
び
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会
と
連
携
し
、弁
護

士
及
び
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
対
面
の

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
南
会
津
エ
リ
ア
巡
回
法
律
相
談
日

・
と　

き

　

９
月
５
日（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

・
と
こ
ろ

　

県
南
会
津
合
同
庁
舎

　

４
階
会
議
室

　
（
南
会
津
町
田
島

　
　
　

  

字
根
小
屋
甲
４
２
７
７‒

１
）

●
申
込
方
法（
事
前
予
約
制
）

　

事
前
予
約
受
付
番
号

　

☎
０
２
４‒

５
２
１‒

８
２
１
６

　

※

弁
護
士
、不
動
産
鑑
定
士
へ
の
相
談

時
間
は
30
分
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

職
員
採
用
候
補
者
試
験

原
子
力
損
害
賠
償

個
別
相
談
の
ご
案
内

試
　
験

８
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
８
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
２
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
１
期
）



 ２日 国道２８９号線建設期成同盟会会長・副会長会議
  （東京都）
 ３日 辞令交付式、町内企業意見交換会、
  只見ユネスコエコパーク連絡調整会議、
  消防操法競技大会出場選手激励
 ４日 只見町職員互助会理事会、
  只見ユネスコエコパーク推進協議会
 ５日 農家との懇談会、ＪＲ経営企画部次長着任挨拶、
  只見町土地改良区理事会・総会
 ６日 南会津地方町村議会議員大会
 ８日 福島県消防操法南会津地方大会（南会津町）
 ９日 福島県町村長交流会・中央研修会（～１０日東京都）
 １１日 ＪＲ東日本郡山土木技術センター所長来庁、
  只見町議会７月会議、
  南会津地区山岳遭難対策協議会監査

〈7月分〉

 １２日 只見・金山・昭和県道改修促進期成同盟会福島県要望 
 （南会津町・福島市）

 １３日 「社会を明るくする運動」住民集会、定例庁議
 １４日 只見線なんとか会納涼会
 １７日 国道２８９号線建設期成同盟会総会及び事業説明会・

中央要望会（東京都）
 ２１日 只見線応援ツアーにおけるセレモニー
 ２４日 南会津建設事務所長来庁、阿賀川河川事務所長来庁、
  只見高等学校海外短期留学出発報告式
 ２８日 ねっか祭り
 ３０日 只見町議会７月第２回会議
 ３１日 国道２８９号八十里越地点開発促進期成同盟会総会

及び事業概要説明会（三条市）

　

７
月
よ
り
、只
見
町
の
教
育
振
興
を
推
進
す
る

た
め
に
、新
た
に
１
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

「
奥
会
津
・
只
見
教
育
振
興
協
力
隊
」と
し
て
加
わ

り
ま
し
た
。主
な
業
務
は
公
営
塾
運
営
・
講
師
を

担
当
し
、町
の
教
育
委
員
会
の
勤
務
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
で
、町
内
で
活
動
す
る
協
力
隊
は
全
体
で

７
名
と
な
り
、そ
の
う
ち
観
光
分
野
が
３
名
、教

育
分
野
が
４
名
と
な
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た

浜津　航矢さん（２２歳）
はまつ こうや

出身地／宮崎県延岡市生まれ
　　　　神奈川県横浜市育ち
大　学／法政大学法学部法律学科
趣　味／バスケットボール、
　　　　筋トレ、カラオケ

　初めまして、このたび協力隊として公営塾講師をすることになった浜
津航矢です。私がここに来た理由は、大学で勉強の素晴らしさに気づ
いてから、このことを共有して実践できる環境を求めていたからです。一
人一人と深く関わっていけるこの只見町で私自身多くのことを学び、共
に実践していけたらと思っていますので、どうぞよろしくお願いします。

－メッセージ－

第７１回 県民スポーツ大会 只見町予選

明和ソフトボールクラブが優勝！
　７月２９日、「県民スポーツ大会」壮年ソフトボール競技
の只見町予選が町下グラウンドで行われ、明和ソフトボー
ルクラブが見事優勝を飾りました。壮年ソフトのチームは
主に４０歳以上のメンバーで構成されており、只見・朝日・
明和の３チームが出場しました。大会は、２勝を挙げた明
和が見事優勝を飾り、朝日が準優勝、３位が只見という結
果となりました。明和チーム・朝日チームは８月２６日に南
会津町で行われる南会津大会に出場します。 ▲優勝を飾った明和チームの選手の皆さん



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★その他にも図書コーナーにはたくさんの本が置いてあります。
リクエストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

（6月２６日～7月２５日届出分）敬称略

▽
７
月
の
只
見
町
は
、本
当
に
暑
い
日
が
毎
日

続
き
ま
し
た
。７
月
30
日
に
は
、只
見
町
に
お

け
る
７
月
の
観
測
史
上
で
今
年
最
高
気
温
と

な
る
36
・
２
度
を
記
録
し
た
と
新
聞
で
報
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
酷
暑
。と
あ
る
作
業

現
場
で
は
、高
所
作
業
用
の
足
場
を
運
動
シ
ュ

ー
ズ
で
作
業
を
し
て
い
た
ら
靴
底
が
と
け
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

▽
そ
ん
な
中
、７
月
28
〜
29
日
に
Ｊ
Ｒ
只
見
線

特
別
列
車
の
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

瀧
神
社
前
を
流
れ
る
只
見
用
水
に
足
を
付
け

て
涼
む
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。夏
で

も
冷
た
い
只
見
用
水
が
乗
客
た
ち
の
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
三
瓶
）

只見振興センター
図書室☎82-2141

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
長谷部　多　一 75歳 只　見
田　村　ハルエ 97歳 塩　沢
三　瓶　ケ　イ 88歳 長　浜
八久保　康　一 84歳 黒　谷
河原田　トミヱ 94歳 長　浜
横　田　モトヱ 91歳 長　浜

■お誕生おめでとうございます
佐　藤　蒼乃佑（男／佑 介・麻 美）大倉

そうのすけ

人　口　４，２６６（－　１）
　男　　２，１００（＋　２）
　女　　２，１６６（－　３）
世帯数　１，８６６（＋　２）
高齢化率　　　４５．４４％

転入 6　　転出 6　　出生 ２　　死亡 ３

平成30年7月1日現在

生涯学習サポーター
五十嵐　愛

　「定年て生前葬だな。」そんな言
葉から始まるこの小説は、大手銀行
の出世コースから子会社に出向、転
籍させられ、そのまま定年を迎えた
男の物語。仕事一筋だった彼は途
方に暮れるが、生き甲斐を求めてさ
まよい、あがき続ける。主人公に再
生の時は訪れるのか？ある人物との
出会いがきっかけとなり彼の運命
の歯車は回り始めるー。

　衝撃的な書き出し文とは裏腹に、笑って泣ける「定年コメディ」
小説です。

内館牧子/著（講談社）

STEP CANP/監修
（池田書店）

★新しいキャンプの教科書

★終わった人

　この夏、家族や友人と
キャンプの計画を立て
ている方もいるのではな
いでしょうか？この本に
はアウトドアの基礎知
識と自然の中で快適に

過ごすためのアイディアが詰まっています。外ではいつものように
電気やガスが使えず、不便なことが多いです。しかしその不便さこ
そを楽しみ、家族や仲間と行う共同作業を楽しむことがキャンプ
の醍醐味だと本書では語っています。
　テント選びから道具、服装選び、火おこしの仕方、野外料理の
レシピ、おすすめのキャンプ場などありとあらゆる情報が掲載さ
れています。
　「キャンプ好きのオジさんたち」（本書より）が作った教科書を
持ってキャンプに出掛けてみませんか？


